
国
内
立
地
増
加
は
成
長
戦
略
次
第

国
際
競
争
力
あ
る
事
業
環
境
を
整
備

地域の産業集積形成と活性化

松本市
　
松
本
市
の
「
新
松
本
工
業
団
地
」
は

長
野
自
動
車
道
の
松
本
Ｉ
Ｃ
、
塩
尻
北

Ｉ
Ｃ
か
ら
約

分
の
距
離
に
あ
る
。
本

州
・
長
野
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、

首
都
圏
、
中
京
圏
と
の
ア
ク
セ
ス
が
良

好
だ
。
Ｊ
Ｒ
松
本
駅
、
信
州
ま
つ
も
と

空
港
と
い
っ
た
交
通
の
玄
関
口
と
も
近

接
し
て
い
る
。
市
内
に
は
信
州
大
学
や

信
州
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ー
ズ
育
成
拠
点
な

ど
の
産
学
官
連
携
拠
点
が
充
実
。
医
療

産
業
に
参
入
し
た
い
企
業
と
大
学
、
行

政
が
一
体
と
な
っ
た
産
業
創
出
の
取
り

組
み
も
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
同
工
業
団
地
へ
の
進
出
に
あ
た
っ

て
は
医
療
、
健
康
、
福
祉
、
環
境
分
野

な
ど
に
関
わ
る
「
知
識
集
約
型
企
業
」

へ
の
優
遇
制
度
を
設
け
て
い
る
。

広島市
　
広
島
市
の
北
西
部
に
「
住
み
、
働

き
、
学
び
、
憩
う
、
護
る
」
と
い
う
都

市
機
能
を
擁
す
る
新
た
な
拠
点
「
ひ
ろ

し
ま
西
風
新
都
」
の
開
発
が
進
ん
で
い

る
。
域
内
２
カ
所
の
高
速
道
路
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
で
京
阪
神
や
九
州
方
面
へ

の
移
動
は
ス
ム
ー
ズ
。
市
中
心
部
と
の

間
を
約

分
で
結
ぶ
広
島
高
速
４
号

線
、
域
内
を
走
る
新
交
通
シ
ス
テ
ム

「
ア
ス
ト
ラ
ム
ラ
イ
ン
」
な
ど
交
通
の

利
便
性
が
高
い
。

　
広
島
市
は
企
業
立
地
に
対
す
る
補
助

制
度
を
拡
充
し
て
い
る
。
特
に
、
市
外

企
業
が
西
風
新
都
に
立
地
す
る
場
合
の

建
物
・
機
械
設
備
な
ど
の
投
下
資
本
額

に
対
す
る
補
助
率
を
、
従
来
の

％
か

ら

％
に
ア
ッ
プ
し
た

２
０
１
６
年

度
末
ま
で

。

栃木県企業立地促進協議会
　
栃
木
県
は
東
京
か
ら
宇
都
宮
ま
で
最

速

分
で
結
ぶ
東
北
新
幹
線
や
、
東
北

・
北
関
東
の
各
自
動
車
道
が
通
じ
る
な

ど
、
交
通
ア
ク
セ
ス
が
よ
い
。
地
震
や

台
風
な
ど
自
然
災
害
が
少
な
い
た
め
、

リ
ス
ク
分
散
を
図
る
企
業
に
は
最
適
な

立
地
環
境
に
あ
る
。

　
す
で
に
、
輸
送
機
械
を
中
心
に
多
様

な
製
造
業
が
立
地
し
て
い
る
こ
と
が
、

そ
の
証
と
い
え
る
。

　
栃
木
県
は

月

日
、
東
京
・
西
新

宿
の
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
「
と
ち
ぎ

企
業
誘
致
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
き
、
福
田

富
一
知
事
が
自
ら
と
ち
ぎ
の
魅
力
を

説
明
す
る
。
企
業
立
地
の
観
点
か
ら
栃

木
県
を
知
る
絶
好
の
機
会
と
な
り
そ
う

だ
。

北海道千歳市
　
北
海
道
千
歳
市
は
、
札
幌
市
の
南
に

位
置
し
国
内
有
数
の
乗
降
客
数
を
誇
る

新
千
歳
空
港
を
擁
す
る
人
口
約
９
万
５

０
０
０
人
の
都
市
。
同
市
は
道
内
各
地

を
結
ぶ
高
速
道
路
が
整
備
さ
れ
、
苫
小

牧
港
が
近
接
す
る
な
ど
「
陸
海
空
」
の

交
通
ア
ク
セ
ス
が
充
実
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
良
質
で
豊
富
な
地
下
水
や
安

定
的
な
雇
用
が
確
保
し
や
す
い
な
ど
立

地
環
境
に
優
れ
た
工
業
都
市
と
し
て
、

食
品
・
医
薬
品
・
自
動
車
・
電
子
機
器

・
物
流
な
ど
多
様
な
業
種
の
企
業
が
立

地
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
地
震
や
降
雪

が
比
較
的
少
な
く
、
内
陸
部
で
津
波
の

心
配
も
少
な
い
な
ど
リ
ス
ク
分
散
の
拠

点
と
し
て
の
条
件
も
整
っ
て
い
る
。

佐野ＡＷＳ産業団地
　
佐
野
Ａ
Ｗ
Ｓ
産
業
団
地
の
Ａ
Ｗ
Ｓ

は
、
「
ア
ク
セ
ス
」
「
ウ
オ
ー
タ
ー
」

「
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
」
の
頭
文
字
か
ら
と

っ
て
い
る
。
優
れ
た
交
通
の
利
便
性
、

潤
沢
な
水
資
源
、
安
全
な
地
盤
を
特
徴

と
し
て
い
る
。
栃
木
県
佐
野
市
は
東
京

か
ら

圏
内
に
位
置
し
、
東
北
と

北
関
東
の
両
自
動
車
道
が
交
差
し
て
お

り
、
他
の
高
速
道
な
ど
へ
の
ア
ク
セ
ス

も
容
易
で
あ
る
。

　
ま
た
、
１
級
河
川
「
旗
川
」
や
日
本

名
水
百
選
に
選
ば
れ
た
「
出
流
原
弁
天

池
湧
水
」
が
あ
り
、
安
全
な
水
が
十
分

に
確
保
で
き
る
。

　
さ
ら
に
、
今
後

年
以
内
に
震
度
６

弱
以
上
の
地
震
が
発
生
す
る
確
率
が
低

い
土
地
と
さ
れ
る
。

岡山県
　
岡
山
県
は
東
京
都
と
鹿
児
島
県
の
ち

ょ
う
ど
中
間
に
位
置
し
、
瀬
戸
大
橋
を

は
じ
め
縦
横
に
延
び
る
高
速
道
路
網
、

山
陽
新
幹
線
を
は
じ
め
Ｊ
Ｒ
岡
山
駅
で

８
路
線
が
交
わ
る
鉄
道
網
、
３
０
０
０

滑
走
路
を
有
す
る
岡
山
空
港
な
ど
中

四
国
に
お
け
る
交
通
の
結
節
点
で
あ

り
、
広
域
交
通
網
が
充
実
し
て
い
る
。

　
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
リ
ス
ク
が
少

な
く
、
電
力
を
安
定
的
に
供
給
で
き
る

な
ど
国
内
有
数
の
安
全
で
安
定
し
た
操

業
環
境
を
有
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
最

大

億
円
の
大
規
模
工
場
立
地
補
助
金

な
ど
各
種
の
優
遇
制
度
で
立
地
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、
立
地
企
業
の
新
た
な

設
備
投
資
に
つ
い
て
も
支
援
し
て
い

る
。

立
地
優
遇
策
と
主
要
産
業
団
地
の
紹
介
〈
順
不
同
〉
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グ
ロ
ー
バ
ル
・
マ
ー
ケ
ッ

ト
を
取
り
込
み
、
日
本
経
済

が
発
展
し
続
け
る
好
循
環
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
国

内
、
海
外
で
の
事
業
活
動
が

と
も
に
活
発
に
展
開
し
、
相

互
に
機
能
を
分
担
、
連
携
す

る
こ
と
に
よ
り
、
国
内
と
海

外
の
ベ
ス
ト
・
ミ
ッ
ク
ス
を

図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
今
こ
そ
停

滞
し
続
け
る
国
内
立
地
を
覚

醒
さ
せ
る
時
で
あ
る
。
そ
の

方
策
は
企
業
が
適
地
適
産
で

き
る
よ
う
、
ま
ず
は
早
急
に

国
際
競
争
力
の
強
い
事
業
環

境
を
整
備
し
、
日
本
の
立
地

競
争
力
を
国
際
水
準
と
イ
コ

ー
ル
フ
ッ
テ
ィ
ン
グ
に
す
る

こ
と
の
一
言
に
尽
き
る
。
こ

れ
の
実
現
は
ひ
と
え
に
成
長

戦
略
の
実
行
に
か
か
っ
て
い

る
。

　
成
長
戦
略

年
６
月

で
は
、
企
業
が
活
動
し
や
す

い
国
に
す
る
た
め
「
立
地
競

争
力
の
更
な
る
強
化
」
と
し

て
、

国
家
戦
略
特
区
を
実

現
す
る

公
共
施
設
等
運
営

権
等
を
民
間
に
開
放
す
る

Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
活
用

拡
大

空
港
・
港
湾
な
ど

産
業
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
す
る

都
市
の
競
争
力
を
向
上
す

る

金
融
・
資
本
市
場
を
活

性
化
す
る

公
的
・
準
公
的

資
金
を
運
用
す
る

環
境
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
制
約
の
克
服
を

図
る
―
を
提
言
。
今
回
の
改

定

年
６
月

で
は
、
国

内
外
の
企
業
か
ら
の
日
本
へ

の
投
資
を
促
し
て
い
く
た
め

「
立
地
競
争
力
の
強
化
」
と

し
て
、

世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
事
業
環
境
を
整
備
す
る

岩
盤
規
制
に
一
つ
ひ
と
つ

穴
を
開
け
て
い
く

モ
ノ
・

サ
ー
ビ
ス
・
投
資
の
国
境
を

越
え
た
移
動
の
障
害
を
取
り

除
い
て
い
く

電
気
料
金
を

始
め
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の

上
昇
を
回
避
す
る
た
め
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
抜
本
的
に

改
革
す
る

成
長
志
向
型
の

法
人
税
改
革
を
断
行
す
る
―

な
ど
を
掲
げ
た
。
産
業
競
争

力
強
化
法
で
は
事
業
者
に
対

し
、

設
備
投
資
促
進
税
制

雇
用
拡
大
促
進
税
制

ベ

ン
チ
ャ
ー
促
進
税
制
な
ど
を

適
用
す
る
―
と
し
て
い
る
。

　
成
長
戦
略
に
よ
っ
て
、
日

本
の
立
地
競
争
力
が
国
際
水

準
と
イ
コ
ー
ル
フ
ッ
テ
ィ
ン

グ
に
な
り
、
あ
る
い
は
国
際

水
準
を
凌
駕
す
れ
ば
日
本
企

り
ょ
う
が

業
の
み
な
ら
ず
、
外
国
企
業

の
事
業
活
動
も
活
発
に
な

り
、
工
場
、
研
究
所
、
オ
フ

ィ
ス
な
ど
諸
機
能
の
立
地
が

加
速
す
る
だ
ろ
う
。

　
成
長
戦
略
へ
の
期
待
は
大

き
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ

で
は
筆
者
が
例
年
、
提
案
し

て
い
る
国
内
立
地
強
化
策
を

書
き
連
ね
る
こ
と
を
避
け
る

が
、
あ
え
て
付
言
す
れ
ば
、

次
の
点
を
期
待
し
た
い
。

　
す
な
わ
ち
、
成
長
戦
略
の

諸
制
度
と
地
域
資
源
を
最
大

限
に
活
用
し
、
大
都
市
圏
、

地
方
圏
の
中
枢
地
域
、
中
核

地
域
に
お
い
て
、
特
定
の
産

業
の
創
造
と
革
新
を
起
こ

す
、
新
た
な
産
業
集
積
拠

点
、
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
が
形

成
さ
れ
、
こ
れ
を
中
核
と
し

て
国
際
競
争
力
の
あ
る
戦
略

産
業
都
市
、
あ
る
い
は
小
粒

な
が
ら
も
新
世
代
の
産
業
城

下
町
が
出
現
す
る
こ
と
で
あ

る
。


